
十
干
と
干え

支と

　
中
国
で
十
二
支
と
同
様
、
年
・
月
・
日
・
時
な
ど
を
表
す
の
に
用
い
ら
れ
た
十
の
漢
字
が
あ
る
。
こ
れ
を
十
干
と
い
う
。

　「
干
支
」
と
は
、十
干
の「
干
」
と
十
二
支
の「
支
」
と
を
あ
わ
せ
た
言
葉
で
あ
る
。
十
干
の「
甲
（
き
の
え
）」
と
十
二
支
の「
子

（
ね
）」
と
を
あ
わ
せ
て
、「
今
年
は
き
の
え
ね
（
甲
子
）
だ
。」
と
い
う
よ
う
に
称し

ょ
うす

る
。

　「
甲こ

う
子し

園え
ん

球
場
」（
兵
庫
県
西に

し
の

宮み
や

市
）
が
完
成
し
た
一
九
二
四
（
大
正
十
三
）
年
は
「
き
の
え
ね
（
甲
子
）」
に
あ
た
る
。

　
右
の
囲
み
の
中
の
傍ぼ

う
線せ

ん
部
分
に
は「
き
」「
ひ
」「
つ
ち
」「
か
」「
み
ず
」が
並
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ「
木
」「
火
」「
土
」「
金
」

「
水
」
を
表
し
て
い
る
。
こ
の
五
字
の
こ
と
を
五
行
と
い
う
。
五
行
は
、
中
国
の
学
説
に
お
い
て
万
物
組
成
の
元
素
と
考
え
ら
れ

て
い
た
。
た
い
へ
ん
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
思
想
の
一
つ
で
あ
る
。

　『
故
郷
』
の
登
場
人
物
「
閏
土
」
の
名
前
は
、「
閏

う
る
う

月づ
き

の
生
ま
れ
」
だ
か
ら
「
閏
」、「
五
行
の
土
が
欠
け
て
い
る
」
か
ら
「
土
」、

こ
の
二
つ
を
あ
わ
せ
て
「
閏
土
」
と
し
た
、と
あ
る
。
こ
の
「
五
行
の
土
が
欠
け
て
い
る
」
と
は
、ど
う
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
生
ま
れ
た
年
・
月
・
日
・
時
の
四
つ
に
十
干
を
あ
て
る
と
、
例
え
ば
、
生
ま
れ
た
年
は
「
甲
」、
生
ま
れ
た
月
は
「
乙
」、
生

ま
れ
た
日
は
「
丙
」、生
ま
れ
た
時
は
「
丁
」
と
い
う
よ
う
に
、四
つ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
十
干
の
ど
れ
か
が
あ
て
は
ま
る
こ
と
に
な
る
。

閏
土
の
場
合
、
年
・
月
・
日
・
時
の
い
ず
れ
に
も
、「
土
」
を
含
む
「
つ
ち
の
え
（
戊
）」「
つ
ち
の
と
（
己
）」
が
入
っ
て
い
な
い
、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

十
干

干
支

五ご

行ぎ
ょ
う

「
閏ル
ン
土ト
ー
」
の
名
前
の
由
来

甲
（
コ
ウ
・
き
の
え
）  
乙
（
オ
ツ
・
き
の
と
）

丙
（
ヘ
イ
・
ひ
の
え
）  
丁
（
テ
イ
・
ひ
の
と
）

戊
（
ボ
・
つ
ち
の
え
）  

己
（
キ
・
つ
ち
の
と
）

庚
（
コ
ウ
・
か
の
え
）  

辛
（
シ
ン
・
か
の
と
）

壬
（
ジ
ン
・
み
ず
の
え
）

癸
（
キ
・
み
ず
の
と
）

ひ

ひ

か

か

つ
ち

つ
ち

み
ず

み
ず

き

き


